

















平成 23 年 11 月 16 日








































第 4 部「本研究の総括と今後の課題」では、これまでの 7 つの研究を通して明らかになったこ
とをまとめて，感情変数を組み込んだ包括的なアクションスリップ発生モデ、ルを提案している。
また本研究で得られた知見は、感情研究，無意識的過程の研究，感情障害の臨床的介入という 3 領
域に提供し得るものとしている。
本論文の最終章では、今後の研究における検討すべき課題について論じ、既存の感情に対する
見方とは異なる新たな視点を取り入れ、さらにアクションスリップ発生との関わりについてより
複雑な関係を想定した検討の必要性を自ら指摘している。また注意機能とアクションスリップ低
減方略利用との関連について、その位置づけを明確にする必要性を指摘した。最後に感情障害の
ある人々を対象とした研究を実施する必要性を指摘している。
<論文審査の結果の要旨>
本論文は、 s. フロイトをはじめ、臨床心理学領域で問題にされてきた研究テーマのひとつであ
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る「失錯行為」について、近年の認知心理学からの文脈で接近し、新たな知見を得ょうとしたも
のである。「アクションスリップ」と総称されるようになったこの現象は、プラン(計画)通りに
遂行しているはずが誤りを犯すような、日常的にみられる行動上の現象をいう。フロイトの文献
では、「言い間違い」や「うっかりミス」といった行為がそれに含まれる。
著者が本論文で見出していることは複数あるが、評価に値することのひとつは、近年の認知心
理学的な知見に加えて、さらに現実的な視点を見出し、検討を加えていることである。失錯行為
が多い者はそれに対して自分なりに対処をしているはずであるという、認知心理学でいう「方略」
の視点の強調である。つまり失錯行為を、やりっぱなしの人間ではなくて、それへの対処行動を
している上での人間の行為と捉えて検討している点である。それは人間の自律性を前提として検
討しているものといえる。それは、ここではアクションスリップの「低減方略」と称して多面的
に実験検討されている。そこで見いだしていることは、負の感情事態に置かれた者に、注意の偏
りゃいわば拡散が見られるだけではなく、その対処策である低減方略、ここでは指さし呼称、メ
モ、ゴロ合わせなどの使用が制限されてしまうことを実証的に見出していることである。
本論文は上記の知見など独自的なものを多く持つものであるが、今後の研究に待たれるものも
ある。たとえばアクションスリップの説明モデ、ルとして最後に図の形で示されたものなどは、そ
の研究内容に反して、やや平板化されたものになってしまっていることが指摘される。また記憶
術の利用を巡る考察などもやや慎重さに欠ける部分がある。しかし本論文が、既に低くはない評
価を得ている研究の現時点でのまとめであることを考えると、この領域の研究を牽引するものに
なることは十分予想でき評価される。
よって、本論文は博士(教育学)の学位論文として合格と認める。
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